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社会的インパクトとは
社会的インパクトは、「短期・長期の変化を含め、当該事業や活動の結果として生じた社会的・環境的なアウトカム」
と定義されている（※1）。

（※1）内閣府（GSG国内諮問委員会社会的インパクト評価ワーキング・グループ）「社会的インパクト評価ツールセット実践マニュアル（Ver.2）」
（※2）SIMI インパクト・マネジメント・ラボ 社会的インパクト・マネジメント研修資料

l 長期的な結果のみではなく、短期でも変化は生じる。

l 大規模な取り組みによるものだけでなく、

  小規模のものや一人の心理的変化なども含む。

l 数値化（定量化）されたものだけでなく、定性情報でも表すこと
ができる。

l ポジティブな変化だけでなく、ネガティブな変化も含む。

l 事業や取り組みのアウトプット
がもたらす変化、便益、成果の
こと。

l 事業や取り組みの実施後の直接

、間接の影響として、受益者や
その周辺や関係者、または取り
組みのターゲットに現れてくる
変化を指す。

l 個人であれば、知識・意欲・行
動・態度・スキルなどの変化

社会的インパクトの特長（※2）「アウトカム」とは

地域生活圏における社会的インパクトの可視化
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社会的インパクトを可視化し、新たな意思決定を生み出す

背景にある社会課題
/ステークホルダー

の明確化

事業内容
（インプット・アク
ティビティ）の整理

創出する社会価値
（アウトカム）の

明確化

インパクトデータ
収集・管理・分析

インパクト可視化の標準的なプロセス

ロジックモデル・
TOCおよび
指標策定

社会課題の特定から、事業活動との接続、アウトカムの明確化、指標策定等を通じてロジックを構築し、データ収集・分析・発信を実施
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インパクト
開示・発信

「何をしたか」だけでなく、「誰に何が生じ、その情報が誰の判断をどう変えたか」を問う

地域生活圏の形成に必要な意思決定を創出

Finance Enterprise Public Community

・投資 ・融資
・寄付 ・保険
・補助金 etc.

・人材
・事業投資
・ナレッジ etc.

・政策
・民間動員
・地域経営 etc.

・共創
・参画
・活用 etc.

地域生活圏における社会的インパクトの可視化



インパクト可視化が生み出すもの
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可視化

理解・共感

意思決定

資源循環

地域変革

資金

人材

サービス

政策

活動参画

可視化は、理解と共感を経由して意思決定を生む

金融機関

病院・福祉施設

地場企業

自治体

住民・関係人口

ステークホルダー 資源
変容 動態

New
Activity

Involve

地域生活圏における社会的インパクトの可視化
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取り組み事例

インパクト可視化による、地産地消の個人投資の促進
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インパクト可視化による、地産地消の個人投資の促進

ロジックモデル

出典：セキュリテ「チャリチャリ 地域インフラ投資ファンド」 https://www.securite.jp/fund/detail/8412

指標

インパクト可視化の成果は、IMMやレポートの品質にとどまらず、次の意思決定・活動が生まれたかで捉える

取り組み事例
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地域協創を目的とするプロジェクトのインパクト可視化

取り組み事例

■ 対象 ： CVC（JR東日本スタートアップ）／地域スタートアップ（ドッツアンドラインズ）
■ インパクト可視化内容： 地域協創事業における社会価値創出の実態を可視化

事例概要

インパクトの可視化

・インパクトセオリーの策定
・インパクトブックの発行

過疎化の進む燕三条地域

JR東日本

ドッツ・アンド・
ラインズ

（JR東日本スタート
アップの出資先）

×

JRE Local 
Hub

燕三条

・MOC(ものづくりコンシェルジュ)
による地域会員企業間の連携

・他地域企業とのマッチング

インパクト可視化・発信
により促す効果

・会員企業の受注件数, 金額の増加

・MOC（ものづくりコンシェルジュ）への
加盟企業の増加

・マッチング件数の増加

etc.

「JRE Local Hub 燕三条 in Tokyo 
Station」（8月29日～9月5日開催）での
展示

可視化の活用可視化の実施対象事業

燕三条地域の
さらなる活性化

・燕三条地域ものづく
り企業の事業成長

・地域企業への
投資増加

・燕三条のものづくり
を担う人材の定着,事業
存続

・JRE Local Hub
 燕三条の人の往来増加
etc. 

目指すもの



地域協創を目的とするプロジェクトのインパクト可視化

取り組み事例
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協業プロジェクトが目指すロジックモデル 協業プロジェクトの受益者である会員企業における定性インパクト

出典：燕三条こうばの窓口「IMPACT BOOK発行について」 https://factory-window.jp/impactreport

インパクトブックの内容（一部）

https://factory-window.jp/impactreport
https://factory-window.jp/impactreport
https://factory-window.jp/impactreport
https://factory-window.jp/impactreport
https://factory-window.jp/impactreport
https://factory-window.jp/impactreport
https://factory-window.jp/impactreport


地域生活圏における社会的インパクトの可視化

地域生活圏では、生活者の暮らしを豊かに支え続ける変化を捉える

地域企業の成長・資金供給の増加は重要な手段だが、その先にある、生活者と地域の持続可能な変化を目的に置く

生活者の暮らし 移動・医療・買い物・学び等へアクセスできる 暮らしが豊かになる

生活サービス 担い手・収益・利用者・連携先が確保される サービスが持続する

地域の支える力 複数主体が連携し、地域内外の資源が循環する 暮らしを支え続けられる

交通 医療・福祉 買い物 教育 一次産業 空き家 コミュニティ
…
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地域生活圏における社会的インパクトの可視化

地域生活圏を支える各主体の役割と、期待する行動を整理

持続可能な地域生活圏
生活者の暮らしを支える

自治体
政策・予算・公共調達
制度・関係者調整

企業・住民・人材
事業・技術・人材の提供

利用・参加・共助

各主体が担う活動・支援・ファイナンス・参画等の仮説設定

地域金融機関
多様な資金の組成・供給、伴走支援

地域ネットワーク

地域経営主体
複数分野をつなぎ

事業・サービスを運営
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地域生活圏における社会的インパクトの可視化

各主体の役割仮説から、意思決定と資源循環までを検証する

役割・活動
誰が何を担うか

インパクト
誰に何が生じるか

可視化・発信
誰に何を伝えるか

理解・認識
何が変わるか

意思決定
何を支援・実行

するか

資源循環
何が動くか

実証で検証する3つの問い

仮説②｜何を、誰に、どう伝えれば、意思決定が変わるか

検証 ｜実際に生じた意思決定・資源循環・アウトカムを確認する

仮説①｜各主体は、どのような活動・支援・ファイナンス・参画を担うか

国際原則への形式的な適合より、地域にとっての「価値ある変容」を起点とした設計と実証が重要

主体ごとの
Valueを定義

地域生活圏の
アウトカムを定義

可視化・発信方法の
仮説を設定

誰のどの意思決定と、何の資源循環を生み出すかを仮説化
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地域生活圏における社会的インパクトの可視化

提案｜主体ごとの役割仮説から、活用・検証までを一体で示す

Ⅰ 目的と主体

1.  地域生活圏のインパクト

2.  各主体の役割・Value

3.  求める支援・金融・参画

Ⅱ 設計と可視化

1.  誰に何を伝えるか

2.  意思決定・行動変容の仮説

3.  指標／相手ごとの発信

Ⅲ 活用と検証

1.  意思決定と資源循環

2.  実証結果と実践上の論点

3.  未検証事項と継続的な改訂

地域経営主体の質向上にとどまらず、連携主体の行動と地域の資源循環を生み出すガイダンスへ
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地域生活圏における社会的インパクトの可視化

提案｜４つのポイント

01
ガイダンスの対象：地域経営主体と連携主体（特に地域金融機関）の双方を主な対象とすること

02
インパクト設計：国際的フレームワークの選択ではなく、地域ステークホルダーのValueから設計する

03
実証：主体ごとの活動・創出されるインパクト・意思決定・資源循環までを検証する

04
フィードバック：検証結果を踏まえ、ガイダンスと実証内容をアジャイルに更新する

地域経営主体の質向上にとどまらず、地域全体の意思決定と資源循環を生み出すガイダンスへ
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